
二
〇
二
一
年
三
月
二
十
日　

印
刷

二
〇
二
一
年
三
月
二
十
日　

発
行

岡
山
大
学　

国
語
研
究　

第
三
十
五
号

編
集
兼　

岡
山
大
学
教
育
学
部

発
行
者　

国　

語　

研　

究　

会

　
　
　
　
　

〒
七
〇
〇-

八
五
三
〇

　
　
　
　
　
　

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

U
R
L;https://edu.okayam

a-u.ac.jp/ ～

kokugo/

振
替
口
座
番
号
（
〇
一
二
一
〇

－

五

－

三
五
六
二
一
）

印
刷
所　

サ
ン
コ
ー
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　

〒
七
一
九-

一
一
三
七

　
　
　
　
　
　

岡
山
県
総
社
市
駅
南
一
丁
目
一
番
地
五

　
　
　

編
集
後
記

○　
「
岡
山
大
学
国
語
研
究
」
第
三
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
　

本
号
に
は
、
本
学
研
究
科
教
員
に
よ
る
論
文
三
本
と
、
附
属
小
学
校

教
員
の
実
践
報
告
一
本
、
Ｏ
Ｂ
の
論
文
一
本
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

日
頃
の
研
究
教
育
・
教
育
実
践
の
中
か
ら
醸
成
さ
れ
た
緒
論
に
、
ぜ
ひ

お
目
通
し
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
事
務
局
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○　

二
〇
〇
〇
年
に
着
任
さ
れ
た
伊
土
耕
平
先
生
が
、
今
春
を
以
て
退
職

さ
れ
ま
す
。
先
生
は
国
語
学
、
特
に
古
代
語
・
現
代
語
の
文
法
・
修
辞
・

文
体
の
研
究
を
専
門
と
さ
れ
、
多
数
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
授
業

で
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
真
摯
に
学
生
の
指
導
に
当
た
っ
て
来

ら
れ
ま
し
た
。

　
　

伊
土
先
生
の
今
後
の
ご
健
勝
と
、
学
界
で
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

〇　

二
〇
一
九
年
一
二
月
以
来
、
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
席
捲
さ

れ
、
未
曾
有
の
危
機
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。
一
月
末
の
現
時
点
で
、
世
界

の
累
計
感
染
者
は
一
億
人
を
超
え
、
死
者
数
も
二
二
〇
万
人
を
数
え
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
十
一
都
府
県
に
発
出
さ
れ

て
お
り
、
経
済
的
社
会
的
活
動
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
　

岡
山
大
学
で
も
、
新
年
度
早
々
四
月
中
旬
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

な
っ
た
時
は
、
教
員
・
学
生
は
右
往
左
往
し
な
が
ら
、
厳
し
い
環
境
の
中

で
教
育
研
究
活
動
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
本
研
究
会
も
、
昨
秋
初
め
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
究
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
例
年
以
上
の
六
〇
名
を

超
え
る
参
加
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
禍
転
じ
て
の
好
結
果
で

し
た
が
、
や
は
り
対
面
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
い
う
の
が
偽
ら
ざ
る
実
感

で
す
。
今
も
私
た
ち
は
、
後
世
の
歴
史
に
残
る
時
間
の
真
っ
只
中
を
生
き

て
い
ま
す
が
、
一
刻
も
早
く
こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
を
脱
し
て
、
平
凡
な

日
常
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。�
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）




